
<予防接種後の副反応についてのご案内> (일본어)

このようなときには、このように対処しましょう。
⋅接種後、接種部位の腫れ·痛みがある場合、清潔な乾いたタオルをあてた上から

(氷などで)冷やすようにしてください。

⋅ 接種後、微熱がある場合には、水分を十分に摂取して安静にしてください。 

⋅ 接種後、発熱や筋肉痛などで不快感がある場合には、解熱·鎮痛剤を服用すると

症状が和らぎます。 

* 予防接種の前に、あらかじめアセトアミノフェン成分の解熱·鎮痛剤を用意し、

予防接種後に腕や足がずき

　ずきと痛み、ぐったりして元気がなく悪寒がする症状がある場合は、解熱·鎮痛
剤を服用してください。

。

このようなときは、医師の診療を受けてください。
⋅ 接種後、接種部位の腫れ、痛み、赤くなる症状が 48時間過ぎても好転しない

場合
⋅ 接種後、4週間以内に呼吸困難、胸の痛み、腹痛が続く、足のむくみなどの症状
が現れたとき

⋅ 接種後、頭痛がひどかったり2日以上続き、鎮痛剤を服用しても効かなかったり

症状が改善されない場
　 合、または視野がかすむ場合 
⋅ 接種後、急に気力が衰えたり普段と異なる症状が現れた場合 

⋅ 接種後、接種部位以外の場所からあざや出血が生じた場合

このようなときは、119番通報または救急外来を受診してください。
⋅ 接種後、息がくるしくなったり、 ひどいめまいがした場合　

⋅ 接種後、唇や顔が腫れたり、全身にひどいじんましんが出た場合
⋅ 接種後、突然意識がなくなったり、倒れたりした場合
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